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及ぼす影響を検討したので報告す系．

Ｆ
』

１

Original

鋪
司
Ｈ
９
ｉ
３
『
白
日
召
９
２
１
副
司
ｑ
９
司
可
周
期
劇
Ｉ
例
■
も
劇
四
Ｈ
ｚ
晋
４
可
咽
瀦
喧
制
親
負
罰
則
調
Ｆ
・
罰
噌
陛
．
冨
陛
菌
日
弔
４
．
Ｈ
‐
霊
魂
ｊ
Ｎ
Ⅱ

１
１
‐
Ｉ
Ｉ
Ｌ
ｆ
‐
‐
；

ｌ
‐
・
１
尚

サイアミラール，ケタミンの
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要旨

成人16症例にて，サイアミラール３ｍｇ/k９，ケタミン２ｍｇ/kｇ静注によ
る耳小骨筋反射（AR）に及ぼす影響を検討した．サイアミラール，ケタミ

ン静注により，ＡＲ振幅は全例に抑制を認めた．この抑制は静注直後より認

められ２～３分後に最大に抑制され，以後漸時回復傾向を示すが，静注６分

後でも有意な抑制を示した．また，血中サイアミラール濃度とＡＲ振幅の

抑制程度との間に統計学的に有意な相関関係を認めた．鎮静や脳保護作用な

どの目的でバルビタールやケタミンを使用中にＡＲを評価する際には，こ

れらの薬物の影響を考慮する必要がある．
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耳小骨筋反射（AcousticreHex，以下ＡＲと略昇，潜時・波形の変化などが生ずるとされてい

す）は，聴神経腫傷，顔面神経麻陣・痩箪およびる2)．しかし，これまでのほとんどの報告は経口

中耳，耳管，鼓膜などの耳鼻科領域における病変投与によるものであるので，今回，著者らはサイ

の診断や治療効果の判定などに広く利用されていアミラールおよびケタミソ静注投与のＡＲ検査に
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る検査法の１つである．
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また，このＡＲ検査はその反射経路を利用する

ことにより聴性脳幹反応や温度眼振反応などとと 対象と方法

もに脳幹機能の指標としての臨床的価値も高いこ

とが知られている')． 全身麻酔下に耳下腺，顎下腺などの体表手術が

一方，ＡＲは聴性脳幹反応などと異なり鎮静薬予定されたＲｉｓｋＡＳＡｃｌａｓｓｌ－２の成人１６症例

や吸入麻酔薬により容易に影響を受け，域値の上（男10例，女６例，２８～71歳，平均58.2歳，４５～

69kg，平均５６．２kg〕を対象とした．対象とした
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症例は，外耳道，鼓膜や中耳などの耳鼻科領域疾
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患や聴力に異常がないことを手術前に検査し確認

した．
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本稿の要旨の一部は，第３’回日本麻酔学会総会

(1984，福岡）において発表した．
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